
第 4 学年 国語科学習指導案 
 

１ 単元名  材料の選び方を考えよう（光村 4 年下） 
 

２ 教材名  「アップとルーズで伝える」 
「四年三組から発信します」 

 

３ 単元について 
（１） 教材や指導価値について 

本単元は、「読むこと」と「書くこと」の 2 領域を関連づけた学習ができる複合単元の構成になって

いる。読むことの教材「アップとルーズで伝える」で読み取ったことを生かし、書くことの教材「四

年三組から発信します」で取材したことを、意図に合わせ選材し発信していく学習活動へつなげてい

くことをねらいとしている。 
第 1 教材「アップとルーズで伝える」は、テレビの映像技法を中心に述べられたもので、児童にも

身近に感じられる内容である。また、内容が対比的に書かれていて分かりやすい上、段落構成・キー

ワードや中心文・要約などの学習にも適している。第 2 教材「四年三組から発信します」は、自らが

情報の発信者となり、身の回りの事柄について情報の収集・選材・発信までの活動を行う。特に、関

心をもち取材する対象が多岐に亘るので、集めた情報の中から相手や目的に合うものを選ぶことに焦

点をあてて学習を進めることが可能である。 
本単元は、情報活用単元として、特に伝えるための材料を選ぶというところに焦点化して構成され

ている。児童は、第 1 教材で学習したことを踏まえて、情報の収集から発信までを意欲的に体験する

ことができると考える。 
（２） 児童の実態 

児童は、「読むこと」の学習として、三年上の「ありの行列」では段落という概念を学び、四年上の 
「『かむ』ことの力」では段落相互の関係について学習している。これらの学習を通して、繰り返し出

てくる言葉や題名に関係のある言葉に注目しながらそれぞれの段落の内容を簡潔にとらえることによ

り、記述された内容を的確に理解することができるようになってきた。また、段落相互の関係に目を

向けることで、文章全体の構成もとらえることができるようになってきた。 
  また、「書くこと」の学習として、三年下「食べ物はかせになろう」では主に本で調べたことをまと

め、四年上「新聞記者になろう」では取材したことのまとめ方を工夫することを学習している。これ

らの学習により、調べて書く必要がある事柄を収集・選択して書くことができるようになってきた。

また、「読むこと」の学習で学んだ文章構成を生かして書くことを意識するようになってきた。 
（３） 指導の構想 

指導にあたっては、まず「読むこと」の学習では、要点に当たる部分を抜き出し、それらを対比的 
にとらえながらそれぞれの伝え方の長所・短所を明確化させる。その際、ワークシートを用いること

によりそれぞれの特徴を視覚的にとらえやすくする。また、文章の記述が単純で明快なので、一斉で

の作業と自力による作業を組み合わせながら、読み取る力を高めていきたい。 
次に、「書くこと」の学習では「読むこと」の学習で学んだことを生かして、調べたことを伝える際

の工夫に着眼させて学習を進める。まず、児童自らが写真を撮影することにより、学習意欲を喚起す

るとともに取材すべきことを明確化させる。そして、様々な方法で取材した事柄と写真を見比べさせ

ることで、伝えたいことが部分を焦点化した内容（アップ）なのか、全体に関する説明（ルーズ）な

のかを判断させながら選材の作業を体験させる。さらに、相手意識をはっきりもたせることで、書き

留めた言葉をより分かりやすく書き換える作業の大切さに気づかせ、よりよい伝え方を身につけさせ

たい。 



４ 単元の目標と評価規準

目 標 評 価 規 準

国語への関心・ ・ 伝える目的や相手に応じて、情報の材 ・ 知らせたいことを決め、必要な材料

意欲・態度 料や選び方や表現方法が異なっているこ を集めて読み手が分かりやすい文章を

とに気づき、自分が表現していくときに 書こうとしている。

役立てる。

読む能力 ・ それぞれの段落が文章全体の中でどん ・ それぞれの段落が文章全体の中でど

。な働きをしているのかを考えながら読 んな働きをしているかをとらえている

むことができる （イ）。

・ 写真と対応した部分に注意して読み取 ・ アップとルーズの働きについて、写

り、アップとルーズのそれぞれの特徴を 真と対応させながら中心となる語や文

まとめることができる （オ） をとらえて読んでいる。。

書く能力 ・ 取材した事柄を相手に応じて分かりや ・ 取材したことを相手に応じて分かり

すく書いて知らせることができる ア やすい言葉を使って書いている。。（ ）

・ 書こうとする題材に必要な事柄を集め ・ 相手や目的に応じ、必要な材料を集

ることができる （イ） めたり、選択したりして書いている。。

言語についての ・ 文章全体の中での、それぞれの段落の ・ 段落の中心やつながり方に気をつけ

知識・理解・技能 役割を理解することができる （オ） て文章を読み、段落のまとまりと役割。

を理解してとらえている。

・ 文章全体において文と文の意味のつな ・ 文章全体において文と文の意味のつ

がりを考えながら指示語や接続語を使う ながりを考えながら指示語や接続語を

ことができる （オ） 使っている。。

５ 単元指導計画（１７時間）

（１ 「アップとルーズで伝える」を読んで、それぞれの段落が文章全体の中で）

どのような働きをしているかをとらえる。 （６）

・ １全文を読み、段落分けをし、学習の計画を立てる。

・ １新出漢字や難語句の学習をする。

・ １アップとルーズとはどういう写し方のことか、読み取る。

・ １（１校時）アップとルーズ、それぞれの違いを読み取る。

新聞やテレビでも目的に応じてアップとルーズを使い分けていることを・

１読み取る。

・ １段落のまとまりを考えながら段落構成図にまとめる

（２ 「四年三組から発信します」を読んで、自分が伝えたいことについて）

情報収集・選択し、書きたいことを明確にして書く。 （ ）10
を読んで、伝えたいことをどのように書いて・全文

１いるか読み取る。

・ １どんなことを調べ、紹介するのか考える。

・ ３題材を決め、取材する。

集めた情報を取捨選択し、アップかルーズかを意識して構成メモを・

１（２校時）つくる。

・ ２伝えたいことが読み手に分かるように書く。

・ １下書きを読み合い、推敲する。

・ １清書し、仕上げる。

（３）学習のまとめをする。

・情報を発信し、互いに評価し合う。 （１）
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小学校４年（読むこと）１校時

学 級 ４年３組 男子２０名 女子１９名 計３９名

指導者 鈴木 美由紀

６ 本時の指導について

（１） 本時の目標

要点に関わる部分を抜き出し，アップとルーズの違いを読み取ることができる。

（２） 本時の評価規準

課題解決の手がかりをもとに，アップとルーズについて伝えられることと伝えられないこと

にサイドラインを引き，抜き書きしている。

（３） 本時の展開

学習活動と学習内容 指導上の留意点 評 価
過

程

導 １ 前時の学習内容を想起する。 ・ アップとルーズの写し方につい

て確認する。

入 ２ 本時の学習課題を把握する。 ○学習課題をとら

。（ ）

（

アップとルーズのちがいについて読み取ろう。
えている 観察

５

分 ・ 課題を書き終えた子には，微音

読をさせる。

）

３ ④⑤⑥段落を音読する。 ・ 各段落毎の内容を大まかにとら

えさせる。

展 ４ 段落ごとに読み取る。 ・ 課題解決の手がかりを確認す

( )アップについて読み取る。 る。1
・手がかりをもとにサイドライン ・ 「分かること 「分からないこ ○具体の評価規準」

を引く。 と」を整理して，ワークシートに ( )よく分かるこA
・ワークシートに抜き書きする。 抜き書きさせる。 とと分からないこ

・読み取ったことを確認する。 とを抜き書きして

いる。

( )ルーズについて読み取る。 ( )よく分かるこ2 B
開 ・⑤段落を読み，サイドラインを ・ ④段落と同じような構成になっ とを抜き書きして

引き，抜き書きする。 ていることに気づかせ，アップと いる。

対比させながら考えさせる。 ( への支援)手がC
かりをもとに教師

５ アップとルーズの違いについ ・ このように という言葉から と一緒に考えて抜「 」 ，

てまとめる。 ④⑤段落をまとめていることと， き書きさせる。

「伝えられること 「伝えられな

（

」

」 。35 いこと という表現に気づかせる

分 ・ 目的に応じて使い分けているこ

とをとらえさせる。

）

６ 本時の学習を振り返る。 ・ 自己評価させる。 ○観点に沿って自

。終 己評価をしている

末 （挙手）

７ 次時の学習内容を確認する。 ・ 次時は，７・８段落を読み取る

（

５ ことを知らせる。

分）



小学校 4 年（書くこと）2 校時        
学 級 4 年 4 組 男子 20 名 女子 20 名 計 40 名 

                     指導者 市野川 淑子 
７ 本時の指導について 
（１）本時の目標 
  取材したことを整理し、アップとルーズの観点から作文メモを作ることができる。 
（２）本時の評価規準 
  取材したことを整理し、自分の観点に合わせて作文メモを作っている。 
（３）本時の展開 

過
程 学習活動と学習内容 指導上の留意点 評 価 

導
入
（
５
分
） 

１ 前時までに材料集めをした 
ことを想起する。 

２ 本時の学習課題を把握す

る。 
 
 
 
 

・ アップとルーズの写真をもと

に調べたことを想起させる。 
・ 伝える相手に合わせて、調べ

たことを整理し、作文メモを作る

ことを確認させる。 

 

 

○ 学習課題をとらえてい

る。（観察） 

展 
 

 
 

 

開 
 

（ 
 

 
 

分 

） 

３ アップ・ルーズのどちらか 
 の写真を選び、伝え方の工夫 

を確認する。 
 ・必要なことを選ぶ 

・難しい事柄を取り上げない 
・分かりやすい言葉で書く 
（やさしい言葉に置き換え

る） 
４ 例文をもとに全体で練習す 

る。 
 
５ 自分の作文メモを作る。 

・伝え方の工夫をもとに取材

メモを整理する。 
 ・伝え方の工夫をもとに、や

さしい言葉に置き換える。 
 

・ 自分の知らせたいことを明確

化させるために、アップかルーズ

の写真を選択させ、学習計画時に

教材をもとに確認していた「伝え

方の工夫」を再度確認させる。

 
 
 
・ 取材メモの例文を使って整理

の仕方を確認させる。 
 
・ 伝え方の工夫をもとに、自分の

取材メモを取捨選択させながら

整理させたり、難しい言葉は国語

辞典を使って分かりやすく表現

させたりする。 

○ 伝え方の工夫を理解し

ている。（挙手・観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 具体の評価規準 

(Ａ) 伝え方の工夫をもと

に自分の観点に合わせ

て整理し、作文メモを作

っている。 

(Ｂ) 伝え方の工夫をもと

に自分の観点に合わせ

て作文メモを作ってい

る。 

(Ｃへの支援) 

 教師と一緒に必要な

ことを選び、難しい言葉

を見つけさせて国語辞

典で調べさせる。 

終
末 

（
５
分
） 

５ 本時の学習を振り返る。 
 
 
６ 次時の学習内容を確認す

る。 

・ 観点に沿って自己評価させる。

 

・ 作文メモをもとに下書きを書

くことを知らせる。 

○ 観点に基づき自己評価

している。（挙手・ノート）

 

知らせることを選び、自分の写真に合うように

作文メモを作ろう。 

35 

 


